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difference between RxSwift and ReactiveSwift

1. ReactiveSwiftは、Hot / Coldを明確に区別。

2. ReactiveSwiftは、Errorの方を指定できる。

RxSwift ReactiveSwift
Hot Obserbable<Int> Signal<Int, Never>
Cold Obserbable<Int> SignalProducer<Int, Never>



ReactiveSwiftは、Hot / Coldを明確に区別(1)

observable(Single)のinputに値を流し、
observable(Single)のoutputをobserverが監視する。



ReactiveSwiftは、Hot / Coldを明確に区別(2)

startすることで、Signalを生成
し、observerが登録される。



Hot / Coldを明確に区別することの何が嬉しいか

ex. RxSwift

subscribeした分だけObserbableが生成され、メモリの無
駄遣い、バグの原因になりかねない。
(mapが2回実行される。)



ReactiveSwiftは、Errorの方を指定できる(1)

ex. RxSwift

エラーの型を間違えるとアプリが落ちる可能性あり。



ReactiveSwiftは、Errorの方を指定できる(2)

ex. ReactiveSwift

エラーの型をコンパイル時に保証できる！

エラーが起きないことを型で宣言できる！



おまけ



Observing changes to a simple UI control

disposed(by: self.disposeBag)
を書かなくて済む。



Creating a Network

APIを叩く

例で比較



Action クラス(1)



Action クラス(2)

特長

- 1度に実行できるActionは１つまで

→APIを2重に叩かずに済む

- エラーが発生しても購読が終了しない

→あまり理解できていない

- Actionが実行中かどうか判定できる

→UIAcitivityIndicatorを回しやすい



おしまい


